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ロ
ー
ス
ク
ー
ル
へ「
法
科
の
中
央
」の
取
り
組
み

❷

大お
お

村む
ら

雅ま
さ

彦ひ
こ

⑴
な
ぜ
法
科
大
学
院
な
の
か

　

法
科
大
学
院（
ま
た
は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）

と
い
う
言
葉
を
耳
に
（
目
に
）
さ
れ
た
読

者
は
、
も
う
す
で
に
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
法
科
大

学
院
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、
今
後

の
動
向
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
ご
紹
介
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。

　

法
科
大
学
院
と
は
、
裁
判
官
・
検
察
官
・

弁
護
士
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
法
曹
三

者
（
実
務
法
律
家
）
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
院

で
す
（
今
存
在
す
る
法
学
研
究
科
と
い
う

大
学
院
と
は
異
な
り
、
専
門
職
大
学
院
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
）。
つ
ま
り
、
将
来
は
、

法
曹
に
な
る
に
は
原
則
と
し
て
法
科
大
学

院
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。
そ
れ
は
一
体
な
ぜ
な
の
で

し
ょ
う
。

　

現
在
は
、
法
曹
に
な
る
の
に
、
大
学
院

へ
行
く
必
要
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

大
学
法
学
部
を
卒
業
す
る
必
要
も
な
い
の

で
す
。
現
に
、
理
学
部
な
ど
他
の
学
部
の

出
身
者
や
高
卒
者
が
、
司
法
試
験
を
受
け

て
法
曹
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

受
験
予
備
校
が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。

法
学
部
の
学
生
で
さ
え
、
試
験
に
直
接
役

立
た
な
い
と
い
う
理
由
で
大
学
の
授
業
を

軽
視
し
、
多
く
は
受
験
予
備
校
に
通
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。

法
曹
ふ
や
せ
の
要
請
と

レ
ベ
ル
の
低
下

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
最
近
の
実
情

は
、
法
曹
人
口
を
増
加
さ
せ
よ
と
い
う
経

済
界
そ
の
他
社
会
の
要
求
に
対
応
し
て
司

法
試
験
合
格
者
数
が
徐
々
に
拡
大
さ
れ
て

く
る
（
１
昨
年
か
ら
約
１
０
０
０
人
）
と

と
も
に
、
限
界
を
露
呈
し
て
き
ま
し
た
。

司
法
試
験
の
論
文
式
答
案
を
採
点
し
た
人

に
は
す
ぐ
分
か
る
の
で
す
が
、
予
備
校
の

試
験
対
策
テ
キ
ス
ト
の
丸
暗
記
ら
し
き
答

案
が
多
く
、
一
部
の
答
案
を
除
き
、
出
来

は
低
調
な
の
に
、
そ
こ
に
無
理
や
り
差
を

付
け
て
合
否
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
印

象
で
す
。
答
案
が
４
つ
か
５
つ
の
タ
イ
プ

に
分
類
で
き
る
の
は
、
大
手
予
備
校
の
数

に
照
応
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
選
抜
試
験
で
、
本
当
に
法
曹
と
し
て

の
適
格
者
の
選
抜
が
適
切
に
で
き
て
い
る

の
か
、
採
点
し
て
い
て
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　

確
か
に
、
今
の
制
度
は
法
曹
へ
の
道
が

誰
に
で
も
開
か
れ
て
い
る
公
平
な
制
度
だ

と
い
う
利
点
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
考

え
て
み
る
と
、
医
者
に
な
る
の
に
医
学

部
に
行
か
な
く
て
も
、
医
師
国
家
試
験
に

受
か
り
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
い
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。
法
曹
だ
っ
て
、「
国
民
の
社

会
生
活
上
の
医
師
」
と
も
い
わ
れ
、
法
律

上
の
権
利
利
益
を
守
る
重
要
な
専
門
職
で

あ
り
、
裁
判
官
な
ら
被
告
人
に
死
刑
判
決

を
下
す
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
予
備
校
で

試
験
科
目
に
つ
い
て
だ
け
要
領
よ
く
試
験

対
策
的
な
勉
強
を
し
、
あ
と
は
司
法
研
修

所
で
実
務
の
訓
練
だ
け
受
け
て
、
そ
れ
で

法
曹
と
し
て
立
派
な
人
が
育
つ
の
で
し
ょ

う
か
。
研
修
所
で
も
、
最
近
は
修
習
生
の

質
の
低
下
に
手
を
焼
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
今
の
司
法
試
験
は
、
ほ
と

ん
ど
の
受
験
生
に
と
っ
て
は
、
高
額
の
費

用
を
予
備
校
に
払
っ
て
３
〜
４
年
通
わ
な

法
科
大
学
院
開
設
準
備
室
副
室
長

法
学
部
教
授
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い
と
合
格
が
難
し
く
、
資
本
力
競
争
と
い

わ
れ
る
一
面
も
あ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
の
下
で
、
法
曹
人
口
増
員
の
声
に

答
え
て
合
格
者
数
だ
け
ど
ん
ど
ん
引
き
上

げ
て
い
く
と
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
に
な

る
の
か
。
合
格
者
数
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
受
験
者
人
口
が
増
え
ま
す
か
ら
、
お
客

が
増
え
る
予
備
校
は
大
喜
び
で
す
が
、
質

の
よ
く
な
い
法
曹
を
放
出
す
る
こ
と
に
よ

る
リ
ス
ク
は
一
般
市
民
が
被
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

専
門
職
大
学
院

「
点
か
ら
線
へ
」

　

こ
れ
を
何
と
か
軌
道
修
正
す
べ
き
で

あ
る
と
し
て
、「
司
法
制
度
改
革
審
議
会
」

が
考
え
た
の
が
、
法
科
大
学
院
で
す
。
つ

ま
り
、
従
来
の
法
学
部
は
む
し
ろ
企
業
に

就
職
す
る
人
や
公
務
員
を
希
望
す
る
人
が

学
生
の
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

専
門
的
な
法
学
教
育
を
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
法
曹
志
望
者
だ

け
を
専
門
的
に
教
育
す
る
専
門
職
大
学
院

を
作
り
、
司
法
試
験
を
受
け
る
前
に
、
法

科
大
学
院
で
法
曹
養
成
に
必
要
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
下
に
実
務
家
教
員
も
交
え
て

ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
り
専
門
的
な
法

学
教
育
を
幅
広
く
受
け
さ
せ
、
そ
れ
を
修

了
し
た
人
た
ち
に
は
合
格
率
７
割
程
度
の

新
司
法
試
験
の
受
験
資
格
を
与
え
よ
う
と

い
う
考
え
方
で
す
。

　

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
を
参

考
に
し
て
い
る
の
で
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
も

呼
ば
れ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
法
学
部

が
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
学
部
か
ら
法
科
大

学
院
へ
進
学
す
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は

法
学
部
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
考
慮
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
制

度
と
は
若
干
異
な
る
面
が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
試
験
で
合
格
し
さ
え

す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
か
ら
法
科

大
学
院
と
い
う
専
門
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
、

つ
ま
り
、「
点
か
ら
線
へ
」
と
い
う
制
度

転
換
が
答
申
さ
れ
、
法
科
大
学
院
制
度
を

通
じ
て
法
曹
志
望
者
の
質
的
向
上
を
図
り

つ
つ
、
法
曹
人
口
を
増
員
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
政
府
も
こ
れ
を
導

入
す
る
こ
と
を
２
０
０
２
年
３
月
に
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
法
科
大
学
院
の

設
置
基
準
、
第
三
者
評
価
基
準
、
新
司
法

試
験
の
科
目
・
方
法
等
が
各
機
関
で
審
議

さ
れ
て
お
り
、
今
年
の
秋
に
は
立
法
化
さ

れ
る
予
定
で
す
（
２
０
０
４
年
４
月
法
科

大
学
院
開
設
予
定
）。

04
年
開
設
、

06
年
か
ら
新
司
法
試
験
制
度

　

で
は
、
現
在
の
司
法
試
験
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
現
行
司
法
試
験
は
２
０

１
０
年
ま
で
は
一
応
存
続
さ
せ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
法
曹
人
口
増
員
の
社
会

的
要
求
に
応
え
て
、
現
行
司
法
試
験
の
合

格
者
数
は
今
後
も
徐
々
に
増
や
さ
れ
、
２

０
０
５
年
頃
に
は
１
５
０
０
人
規
模
に
な

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
２
０
０
６
年
か

ら
は
新
司
法
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
伴
い
減
少
し
て
い
き
、
２
０
０
７

年
か
０
８
年
以
降
の
現
行
司
法
試
験
の
合

格
者
数
は
数
百
人
以
下
に
な
る
で
し
ょ
う
。

２
０
１
０
年
を
も
っ
て
現
行
司
法
試
験
は

廃
止
さ
れ
、
２
０
１
１
年
か
ら
は
新
司
法

試
験
だ
け
と
な
り
、
合
格
者
数
は
３
０
０

０
人
と
さ
れ
る
予
定
で
す
。

⑵
法
科
大
学
院
の
教
育

　

中
央
大
学
は
、
よ
り
よ
い
法
科
大
学
院

を
都
心
に
設
立
し
、
中
大
生
を
中
心
と
し

て
多
様
な
学
生
を
迎
え
入
れ
、
優
秀
な
法

曹
の
卵
を
た
く
さ
ん
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
、
昨
年
12
月
初
め
に
、
中
央

大
学
法
科
大
学
院
開
設
準
備
室
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
小
島
武
司
教
授
が
室
長
、
丸

山
秀
平
教
授
お
よ
び
筆
者
が
副
室
長
に
委

嘱
（
後
に
中
野
目
義
則
教
授
も
副
室
長
に

追
加
委
嘱
）
さ
れ
る
と
と
も
に
、
合
計
20

人
の
教
授
で
構
成
さ
れ
る
開
設
準
備
室
実

行
委
員
会
も
発
足
し
ま
し
た
。

法
学
既
修
者
は
２
年
で

修
了

　

法
科
大
学
院
は
学
部
で
法
律
学
以
外
の

専
攻
を
学
ん
だ
学
生
（
法
学
未
修
者
）
も

入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
間
が
標
準

的
な
修
業
年
限
で
す
が
、
法
学
部
で
法
律

学
を
す
で
に
学
び
、
か
つ
相
当
の
力
が
あ
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る
と
認
定
さ
れ
た
学
生
（
法
学
既
修
者
）

は
１
年
短
縮
さ
れ
て
２
年
で
卒
業
可
能
で

す
。
入
学
定
員
と
し
て
は
３
０
０
人
（
法

学
既
修
者
２
０
０
人
、
法
学
未
修
者
１
０

０
人
）
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
央
大
学
法
科
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
ま
だ
暫
定
案
で
す
が
、
概
略
次
の

よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
﹇
Ⅰ
﹈
基
本
法
律
科
目　
　

憲
法
、
行

政
法
、
公
法
演
習
、
民
法
、
商
法
、
民
事

訴
訟
法
、
民
事
法
演
習
、
民
事
法
総
合
演

習
、
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
刑
事
法
演
習

な
ど

　
﹇
Ⅱ
﹈
実
務
基
礎
科
目　
　

法
曹
倫
理
、

事
実
認
定
基
礎
論
、
模
擬
裁
判
、
ロ
イ
ヤ

リ
ン
グ
、
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
法

律
相
談
実
習
）、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
全
国
の
提
携
法
律
事
務
所
で
の
入
門
的

実
習
）
な
ど

　
﹇
Ⅲ
﹈
基
礎
法
学
・
外
国
法
科
目　
　

法
理
学
、
ア
メ
リ
カ
公
法
・
私
法
、
Ｅ
Ｕ

法
な
ど

　
﹇
Ⅳ
﹈
展
開
・
先
端
科
目　
　

金
融
取

引
と
法
、
経
済
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
、
倒

産
処
理
法
、
知
的
財
産
法
、
憲
法
訴
訟
論
、

国
際
人
権
法
な
ど

　

法
科
大
学
院
の
入
試
科
目
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
法
学
既
修
者
と
し

て
入
学
し
た
い
人
に
は
、
基
本
六
法
程
度

の
法
律
科
目
試
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
但

し
、そ
の
前
に
新
た
な
「
適
性
試
験
」（
全

国
統
一
試
験
）
を
受
験
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
法
律
学
に
は
関
係
の
な

い
、
推
論
・
判
断
能
力
の
試
験
で
あ
り
、

法
学
未
修
者
も
既
修
者
も
受
験
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
部
で
の
成
績
も

合
否
判
定
の
参
考
資
料
と
さ
れ
ま
す
。
奨

学
金
制
度
も
設
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

⑶
今
後
の
展
望

　

２
０
０
４
年
４
月
の
法
科
大
学
院
開
設

ま
で
、
残
り
１
年
と
半
年
く
ら
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
近
、
法
科
大
学
院
は
、
全
国
で
一
体

い
く
つ
設
立
さ
れ
る
の
か
、
文
科
省
は
特

に
制
限
を
せ
ず
に
広
く
設
立
を
認
め
て
自

由
競
争
に
委
ね
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の

結
果
相
当
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
予
測
が
有
力
で
す
。
多
く
な
れ
ば
、

法
科
大
学
院
へ
の
入
学
競
争
は
緩
和
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
司
法
試
験

の
平
均
合
格
率
は
、
受
験
有
資
格
者
数
が

増
え
る
分
、
低
く
な
り
そ
う
で
す
（
７
割

と
い
う
見
通
し
は
立
た
な
い
恐
れ
が
あ
り

ま
す
）。
し
か
し
、
今
の
よ
う
な
現
行
司

法
試
験
の
合
格
率
（
３
％
）
よ
り
は
お
そ

ら
く
遙
か
に
ま
し
で
あ

り
、
ま
た
、
自
分
の
将

来
の
希
望
専
門
分
野
を

見
据
え
た
法
科
大
学
院

で
の
科
目
履
修
に
よ
り
、

自
分
に
付
加
価
値
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
現
行
司
法
試

験
と
、
法
科
大
学
院
・

新
司
法
試
験
と
、
当
面

は
２
つ
の
ル
ー
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
２
０
０
４

年
春
に
学
部
を
卒
業
予

定
の
人
は
、
法
科
大
学

院
を
中
心
に
考
え
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
個
人
の
力
量
・
努
力
、

環
境
等
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分

に
熟
慮
し
て
各
自
に
あ
っ
た
選
択
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

※
本
稿
は
02
年
６
月
末
段
階
で
の
情
報

に
基
づ
い
て
執
筆
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

多
少
状
況
の
変
化
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。


